


プロジェクトの概要

O「子ども農山漁村交流プロジェクト」は、Pt　フ　小　立ξ苗’　総マ”がIM
範意識などを育み、力強い子どもの成長を支える教育活動として、小iEf’＋Nに’｛

し、学ぶ意欲や自立心、思いやりの心、規

mp山漁・での±5　““2　　　准するも
の。

O全玉2万2　六の小磁六1時 120 で　。 弄することを目指し、小学校における宿泊体験活動の取組

の推進、農山漁村における宿泊体験の受入体制の整備（目標500地域）、地方独自の取組への積極的な支援を行う。．

位置付け

小学校学習指導要領（H20．3．28文部科学省告示）

第1章　総則
第1　教育課程編成の一般方針
2　道徳教育を進めるに当たっては、教師と児童及び児童相互の人

　間関係を深めるとともに、児童が自己の生き方についての考えを
　深め、家庭や地域杜会との連携を図りながら、集風宿迫活動堂ボ

　ーンー　　　　　　　　　　左どのpaかか　　　　して児童の

内面に根ざした道一一しなければなら
ない，

第6章　　特別i舌動

第2　各活動・学校行事の目標及び内容〔学校行事〕
2　内容　全校又t；1；SIEIEPtgSSt，k－Lal1、学校生活に秩序と変化を与

　え、学校生活の充実と発展に資する　　　t‘”；　　t’一　＝二とt．t

（4）遠足・集団宿泊的行事

　　且VZIQEI1cg）＄st｛aiellstなどの平素と異なる生活環境にあっ

　て、　めやヒたどにし’とともに、人置盟医
　「tどの・生のL　／・S　　ttどについての　しい
拠二ができるような活動を行うことtt

食料・農業・農村・基本計画（H223，30閣議決定）

第3　食料、農業及び農村に関し総合的かっ計画的に講ずべき施策

R．農村の振興に関する施策
k2）都市と農村の交流等
@③教育、医療・介護の場とLての農1」」漁村の活用　　　　　　　　　　　　　　、

（前略）また、　ど　　　　　・に　・・ せ　とと に

曲　　　　の　　　Z一　せ　S一　　の　々との 1　亀め な

どの　　　　　で　　　こ、した　　については
〉

・への

の1か　　’の生　　　　　’など 丈、
z 、

てい　こと　　　え　　　刑で　　し、 の

進する．

教育振興基本計画（H20．7．1閣議決定）

第3章　今後5年間に総合的かっ計画的に取り組むべき施策
（3）基本的方向ごとの施策
　○基本的方向1　社会全体で教育の向上に取り組む

　①学校・家庭・地域の連携・協力を強化し、社会全体の教育力を
　　向上させる

　　　　　’がて’、maで全　　の1　が一　　　H　　－”11’e　　　　　　　　　－　la　，yP

もに、そのために必要な体験活動プログラムの開発や指導者の育
成を支援するt．t



子ども農山漁村交流プロジェクトの概要

4L

農林水産省

O全国の小学生（1学年単位）で受入が可能な地域づくりを全国的に拡大

［…騨1灘㌶馴鮮支援
　【子ども農山漁村交流プロジェクト対策交付金　　　　388百万円

　【農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

】

24，591百万円の内数】

『
1購礪1
：養境省

艶烈蕪
鯉翻鯉1

※主な関連事業を記載。

　金額は各省の平成22年度予算額

受入地域の整備
の推進に向けた

連携

・・”

?F㌘1子万7　． F』：

　　　緊整備粟擾情報提供鋤・

支援
（情報提供等）

全ての小学校で
活動することを目標

宿泊体験活動の
送り側、受入側の

連絡調整（モデ
ル連携）

．小．掌．：校

．㊨1巖提供等、 麓綴警援’睡

O地域の活力を創造する観点等から、宿泊体験活動の推進に向けた取組

　に対して支援
〔
　・受入地域のコミュニティ、市町村、都道府県等に対する支援（情報提供

　等）、気運囹成等
　・地方独自の取リ組みへの積極的な支援

【都市・農山漁村の教育交流による地域活性化推進等事業　　　　　　　4百万円】

【特別交付税措置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

⇔

連携

c　iiililllil
O豊かな人間性や社会性の育成に向け、小学校等における宿泊体験

　活動の取組を推進
［
　・宿泊体験活動を実施する小学校等に対する支援（活動支援・情報提

　供等）

　・体験活動を推進するための課題等を検討

【豊かな体験活動推進事業のうち自然宿泊体験真業

　　学校・家庭・地域の連携協力推進事業全体　f3，093百万円の内数】



小学校における農山漁村での自然体験、 漁業体験等の取組状況

○農山漁村での体験活動は
　　生で実施。

O教育
○農家民泊又は農家民宿での宿泊は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yt
、約2割（23％）の学校で実施（平成20年度）。実施校の約6割は、小学校5年

効果が高いとの分析結果がある3泊4日以上での実施は、全体の約2割（19．le／。）。

全体の約1割（12．1％）。

　　　　　　　　　　　　　　　　※平成20年度子ども農山漁村交流プロジェクト実施人数等調査より

O体験活動等実施校数・割合

O宿泊期間別学年数・割合

琳　　　　」

公立小学校数
i平成20年度）

いずれかの学年で実施し

ｽ学校数 割合 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 合計

21，578校 4，984校 23．1％ 参加児童数 1，576人 1，666人 2，436人 31，414人 189．786人 91，261人 318、139人

割合 0．5％ 0．5％ 0．8％ 9．9％ 59．7％ 28．7％ 100．0％

（官勺占什目日日ロ1邑ふ粘±，A

○学年別参加児童数・割合

1泊2日 2泊3日 3泊4日 4泊5日
5泊6日以

@上
合計

実施学年数 2，614 2ρ14
409 152 526

5，715

割合 45．7％ 35．2％ 7．2％ 2．7％ 9　’ 100．0％

O宿泊先別学年数・割合

青少年宿泊

@施設
ホテル等 民宿 民泊

廃校を改

Cした施設

その他（公民

@館等）
合計

実施学年数 3，312 fJ54 481 285 101
1，013 6，346

割合 52．2％ 8．2％ 7．6％ 45％ 1．6％ 15．9％ 100．0％

※「民宿」とは旅館業法の簡易宿所、「民泊」とは旅館業法によらずに民家に宿泊体験することをいう。

O農山漁村での自然体験等の取組事例

・沖縄県那覇市立銘苅小学校
5年生と6年生の異学年合同による2泊3日の日程で宿泊
体験を実施。農家の喜びや苦労を時間をかけて体験させる

活動として、1日は農家での農業体験・宿泊体験を実施し、

直接体験による学習の深化と地域の方々との心の交流を
図っている。

鑛
’∵

老，

三轟

塁遼否

※体験活動事例集～体験のススメ～（平成20年1月）より



受入地域の取組状況

受入モデル地域と受入実績の推移

平成20年度 平成21年度 平成22年度
受入モデル地域 53 90 115

受入小学校数 323 411

受入児童数 20β09 23，969

※農林水産省都市農村交流課調べ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

＿＿。＿　　　　　　1　．　　　9
　　　　　　　　　　一　’　≡｝一一一＿〔”　　　　　　　〈受入モデル地域位置図〉

lO受入モデル地域を含め、全国228の地域で、1繊硲蕪　　

峻受坐麺竺璽域や受Anを検討している地域は．9国で約6。。地域。

受入地域の状況

受入地域の種別 地域数

受入地域 228

うち受入モデル地域 115

受入を希望している地域 42

受入の可能性のある地域 337

うち受入を検討している地域 93

合計 607

※農林水産省都市農村交流課調べ

　　　　　　　　　　　　　　e：の　u　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　＿，　　　　
　　　コe．　　　　”i’　朋　il
　　　　　　　　　　　．・ご一　平成・・4rs．　e　e

　　　　　　　　　　　tpePの“　
　　　　　　∴。㌔㌻．°　平成2晒酬
　　　㌫二∵．ジ　　　t－，≡・鞭〔i
　　　o　　h　　　　　　　　　　o
　　　　●也6式　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　●

　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　ね　　｝体験活動を受け入れ。　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

・． 鼈黶E @　・　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿。＿．＿Jl

〈プログラムの一例〉

日程 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目
午前 移動 自然観察ハ

Cキング

田値え体験 食俸験 農村生活体
ｱ（民泊）

お別れ会

午後 地埼まら
ﾂく粥…旗

工芸体騎 昔の遊具体験 田舎の暮ら

@し体験
農村生活体

w民泊）
移動



子ども曲山漁村交流プロジエクトによる効果（小学校）

〈宿泊数による教育効果の違い〉

○宿泊数が多くなるほど教育効果が高く、、に3i こと

で「 がで 一にた 「命の への　心がt
「環靖　全a≡のロ上といった が ・にロ上。

｛．コミュニ．テーション．

　　力因干

5．協力・連帯感

　　因子

！，仕事・規範因子

4．チャレンジ晴神因子

2．挨拶・お礼因子

3．生命‥・ノ．1

関心因干

一e－－1泊　　一一2泊　　＋3泊以上

第8図泊数別にみる因子得点（民泊十民宿）

※1平成20年度に文部科学省が指定したモデル校に対し、体験前後における児童生徒の変化に関する

　アンケート調査を行った結果をさらに農林水産省農林水産政策研究所が因子分析したもの。
※2「文科省アンケートDB」とr農林水産省子どもプロジェクト実績DB」の双方に該当する102校を対象と

　し、因子分析の結果抽出された因子得点を評価指標として活用（因子得点は各サンプルが当該因子

　から受ける影響度を数値化したもので、ゼロが平均）
※3「文科省アンケートDBjとは、平成21年度に文部科学省の「農山漁村におけるふるさと生活体験推進

　校」に指定された178校を対象に実施した、体験前後における児童生徒の変化に関するアンケート調

　査の結果を因子分析したもの。（アンケート回収率ユ00％）

〈宿泊人数による教育効果の違い〉

O民迫の場倉、「命の大切さへの関心が高まる」、「任意活

動に積極的に参加するようになる」といった効果を中心に、痘

e人4～5人゜で　’・・が古い

6．コミ＝ニテーシ∋二

　　力因÷

5．窩力・逗芹：≡

　日二

1．仕享・領範国十

≡．千丁レン．シ清†白日÷

「†礼
ムL

」一

三丁

品富

一←2人未満一一一2－4人’e？th・レ～6人一th・－6，ILI）1一

第9図民泊宿泊人数別にみる因子得点

○民宿．（簡易宿泊所、旅館業）の場合、

上の　　　にたと　　　”t

、、

が20　2

び．コミュニケーション

　　カ［ヨ÷

r）．再力・連帯．感

　圃〒

）．仕幕・規範日子

は一し

」．テ・．「レン・シ． ｴ寸学因手

二，挨拶’・お†L因手

3、三ξ汗…の

閲心因テ

o

一令一10人来満　一．－10～］5人　一at－IFo－・2e人　一・－20人以ト

筆10図民宿宿泊人数別にみる因子得点



子ども農山漁村交流プロジェクトによる効果（受入地域）

〈経済効果〉

○農家民宿、農家民泊ともに7q．92上の　が　　　　が

ると回答。（受入金額は1地域の平均で約590万円）

O農家民泊では顕著な経済効果があるとの回答はないが、

農家民宿では25％が重要な収入源と回答。

農家民宿

蹴白。■

o％　　　　20％

経済的効果の実感

61％

…■蛭要な収入源

　　　　　m家計の一助

　　　　　小遣い程度

　　　　　etその他

、6。．

l．k6％孟，％

※平成20年度に農林水産省農林水産政策研究所が、受入モデル地域に選定したS3地

域を対象に実施した、子ども農山漁村交流プロジェクトの効果に関するアンケート調査
の結果による。　　　　　　（アンケート回収率84％、有効回答率75％）

〈地域コミュニティの活性化効果〉

or地域間交流が増えた」、「受入を契機に地域内で
の寄り合いの回数が増えた」と回答するなどコミュニ
ティの活性化を評価。

Oまた、「受入を契機に地域行事への参加が増加した」、

「関係農家が講師となった講習会が増えた」とする回答のほ

か、「高齢者の生きがい対策として大きな効果がある」など

評価する回答。

コミュニティの活性化効果

・・合・，・・k… 髄竅｡■■藤

・轍流・変化

※出典は同左

「　　　　　　　1．　．　．　　　．1　　．　　　『i　　　　　　　l　．　　　　　I

O％　　2σ％　　4σ％　　60％　　8〔｝％　　100％

「・増えた

ma変わらない

減った

nわからない



小学校における宿泊体験活動の取組状況

移動教室等体験活動の取組状況

4年生 5年生 6年生

児童数 120021 119231 120202

鹸活動を行った児童数 3141 18978 91261

験活動の実施率 0．02 0．15 0．07

資料：文部科学省児童生徒課調べ（平成21年度）
備考1子ども農山漁村交流プロジェクトに該当する何らかの体験活

　　動を行っているもの

修学旅行における体験活動の取組状況

O修学旅行実施率
○学年別構成比

○体験活動実施率

　　　　91　5％
5年生　　1．30／0

6年生98．7％
　　　　48．5％

資料：教育旅行白書2009版、園日本修学旅行協会

2．6％

殿4年

　5年生

　6年生

学年別体験活動の実施状況

　　　　　　　〆躍了

0男」　　　　　　　　20Yd　　　　　　　　40％　　　　　　　　｛i【｝％　　　　　　　　80％　　　　　　　 工00％

鴫動教室・憐旅行　実施していない回体蔚動を伴うもの



子ども農山漁村交流プロジェクトにおける受入地域の課題

受入協議会が考える課題

③

an割合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　10　　　　　　　20　　　　　　　3⑪　　　　　　　40　　　　　　　　　　　　　　　　fio

※鷲竿翌煙、瓢難欝刮生化麟龍林水産省が鼓した・3繊・受・・デ・地㈱象・実施・た・受・・デ・地域・対象とした活動・・ケー臓集計・・め1・



子ども農山漁村交流プロジェクトの課題と対応方向

　　～　　　　　　　　　　　　、、た。．．ノ

．教育関係者の課題と考えられる事項

体験内容の学習単元への置き換え

保護者の理解の確保

　ブロック・コーディネーター（農政局）

i・O事業効果を用いた普及啓発の検討

lO単元学習への反映の考え方の検討
iO受入地域等の情報の蓄積
O研修会（モニターツアー）の開催

t，O青少年自然の家との情報交換

指導

　ダト

目報提供

受入地域

教育現場の視点に立った受入の検討

青少年自然の家との連携の摸索

企画、広報等の運営スキルの向上



【

子ども辰山漁村交流プロジェクト　受入モァル地域一覧（参考）

受入モデル地域 惑　モーレ‡ロ
都道府県名 平成20年度 平成21年度 平成22年度 都道府県名 　　Ah　20　廿 　　〉c　21 　　亀

h　22　廿
地賭受入地域協議会名 地瀦受入地域協議会名 悟名受入地域協謹会名 地寅名 受入地域協議会名 地后受入地域協議会名 地域も 受入地域協議会名
畏涼eT 長1ぴ町ヴ1．，一ン’ンーリズム苗．L「、「鴫さ 窪洞町 又説づ：這冨こ子ども只山泣守庭搭藍 池田町 ちほく体験観光協会 日野町 三方よ，1近江日野田創‡馴4這槙：ξ主

北海道
大碍町 南十蛎畏期宿治体域至流協法妾 松前町 松前町ツーリズム椎礁凶桂会

滋賀県
高島市 社団法人びわ湖高島観光

而部町 這●村ホームステイエ・㌧1夕桓≡ 吊石市 羅石児㌢自誤体蠕迫結要r吉ほろぽ■校」 束通村 下北ふるさと活性協謹会 綾部市 紋部かんばやしの里休5描進協諮会

青森県 弘前市 弘荊市グ’」一ン・ツーリスムナ三主倫ほ宣 京都府
南丹市 商丹市美山エコツーリズム推進協迂会

鐸ケ沢町 芦ケ沢白祁ゲリーンツーリズム争工遣抑巨会

斑‘寸・たのはた；渦．，桁iミ入・晒会
大阪府

遠寿市 還野ふるさと体瞳橋謳会 街」”日項 奥州市 輿州＝ども≡学校椎進惚ぷ主

岩手県 ミs善町 くずまき高原宿泊体験協雄会 久詰市 ふるさと体験学習協会
≧父市 氷ノ山付扶わん泊片亡庁†受入杓に会 ；藩x田∫ 新温泉町いなか体験協謹会

雫石町 李石町ウ’lj一ン・ツーリス’ム燈進歪賠轟妾

花巻市 はなま吉グリーン・ツーリズム≡遠⑬治 洋野町 溺とさ厘のまち」Uろの休娠沃拒き勧罰】
兵庫県 冒岡市 り弓市長期届泊牲験維逗恒賠会

加呉町 加璽町グリーン・ツ→’ズ雄…進会継 支松昌市 里松島体験ネットワーク 気仙涼市 鼠¶山フ召市アタ’リアλ〉ツ→ノズ五詮錆倥匹長藍
看曇町 蓄禁町自然学校ヨ入協謹会事務局

宮城県
而三込司 而三ゼ町グリrン広フ．ルー．ツーリズム塾㊤領 奈良県 十｝弓川｜↓ 神納川農山村交流体験協匿会

秋田県 仙北市 仙北市呈山村体験惟進膣蜷会 大渠村 踊生の×元性渇村休⊆担浴協担竺 巨屡町 大好き日置川の会 日高川町 ゆめ倶楽部21
百川町 月山山茜かもしか学面≡進巳庄± 正堅町 めざみの里グリーン・ツーりズ⊥推追泣護宣 越同市 四局市ウ’1」一ン・ツーリス’ム摸進1ぎ唾己会

和歌山県
高野町 高野ほんまもん体験協議会山形県

最上町 退上町体験旅行実送鶴磁会 鳥取県 鳥取市 五しの里さじ子ども体験協議会

同i焦町 甫会津芸村生活体駐堆進栢阻舎 搭烏市 ふくしま脹業体巨交流惟進紹阻会 島根県 匡ノ烏町 隠岐島前子育て島協議会 邑南町 邑智郡田舎体験交流協謹会福島県
．笥イ・巧市 品宍方冷侍ぶ活自堆逃1’ぐ臣＝ 只見町 只見町子ども農寒体験協会 浪江町 浪江町教音旅行フ’oジ1＞ト亘雲聾二金

茨城県 席陛之凹n
岡山県 泌戸内市 蹟戸内市教育旅行誘致推進会

グリーンふるさと振興機構

‡　県
広島県 甑広島町 ゴ」広烏町子ども裟山：鋪」交涜プロジェクトぶ巨会

片お村 片品村受入地域協謹会 上野村 上野村長期宿泊体験協諸会 山口県 長門市 籏山グlj一ンツーリズム提巡協1五会 岩国市 やましろ体験交流協議会

群馬県
己なか印時 みなかみ町敦育旋行協脱会 徳島県 羊絞町 南阿波よくばり体験推進協議会 三好市 そらの郷山里物語協議会 勝浦町 ふれあい体験協議会

埼玉県 秩父市 在父市子ども．烏山村交流協巳会 香川県 高松市 さぬき宿泊体験協議会

千葉県 高碗㌧市 南5完休⊆活砧ネットワーク砲三玉主 内子町 丙子わくわく体験協諸会 百条市 西条市グIJ一ン・ツーリズム拒五拍領会

東京都 愛媛県
今治市 し誤みグリーン・ツーリズム縫協≡二会

神奈川県 高知県 巴．う十i‘． 幡多広域観光協議会
山梨県 這志村 道迄村子ども亘山汐村地反協答会

福岡県
芭山市 北《言州力1♪♪野子♪rモ．～ξ沃r．含r在「ゴ氏 異野市　長ξ栖子ども群学校≡入れ縮壬会

f三田市 阿償川セカンドスクール研究会 駒ケ組市 ぶヶ岨市ふるさと子ども交斑挺≧r色姪会

但り皇市 伊．b呈グリーン・ツーリズム推進協1絵

佐賀県
長野県

大町市 北アルプス山舵地城健蹉会
唐津市 麿淳・玄海休珪型旅行受入推進協礒会

伊部市 伊那市観光協会畏谷支部 松1舗 松浦体験型旅行協議会 西き市 西海市ふるさと子ども袈宇校提入樹絵 雨白岸dr 南島原ひまわり観光協会

静岡県 森町 森町ツーリズム研究会 長崎県 ’．’L Sミ町 小値貢町長期盲泊忙験f召竜会

上送市 越後田会体庄推進協灘会 口主町 翼コ‘‘　地1尭ダ1」一ン．ツー．JXムさ三≡？　：＾嘉会 胎内市 胎内型ツーリズム推巡泊掻烏o、人会 晋岐市 壱岐体験型観光受入協議会

新潟県 佐護市 雛地区旦山ゑ村休膣≡巡品括金 萢．沼市 うおぬま休辰交流業進協話会 熊本県 天草市 后所浦ア．fヨントツー1」ズム推進協匹会 阿程市 Il囑fとモば止利夕斎入ジ了ラト責メtシター 八代市 八代市列一ン・ツーリス爪惟進｛泉誰会

妙高市 妙冨市ゲリーンツ→ノズム姐き邑エ会
早佐市 字佐市ツー．リズム推進憾謹会 窪謹斎団冷 鎌鳥田市ケリー之ツ｝‘」ズム婬進●長会 国車市 国京市子ども陛村民泊体堅協諾会

富山県 南禰市 莇巨而利諾已項≡期喀泊体陸硫壬≡ 罵部市 くろべ部市辰村文涜異行菜員会 氷見市 氷見市宿泊体験推進協続会 大分県 佐伯市 佐伯耶穂媚協会佐伯ツー1∫ズム］匡進惨工会 竹田市 竹田市観光ツーリズム協会
石川県 輪島市 自旦又子どもa山偵村呈紡ロジーワト受入肱継 七尾市 tF邑市〒ピも風山酷恨笥ソo右ウト⊇凹置会 忘蓄町 志R町グリーン・ツーリズム研三藍

蔓浜町 登猿ジミ浜はあとふる休竺妄巨≧漂匪会
九重町 o．WESτ‘六分只百‘蹴盲u百散1）登入ほ膓琶ヨ

福井県
苦挨町 昔狭三方五湖わんぱく隊

宮崎県 百都市 西都市グリーン・ツーリズム研究合 請塚村 諸塚村観光協会

郡上市 郡上・田舎の学校 鹿児島県 南九州市 賄九州市グリーンツーリズム樹己会 伊佐市 伊佐地域ふるさと夢学校協謹会

岐阜県
高山市 ふるさと体験飛騨高山 沖縄県 目頭村 やんばる交流推進連絡協謹会 金武町 金武町ふれあい交流協議会

愛知県 亘田市 とよた部市農山村交流き・ソトワーク

三重県 白羽市 島の旅社推造協議会 大台町 大合町子どもブOジェクトヨ髄協洛会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先導型19地域体制整備型96地域赤字は先導型　黒字は体制整備型　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計115地域


